










































歌 三口五口 伊1 歌 作 者 作品 歌番号
1 境に入る 夕立ちて夏はいぬめりそほちつつ秋の境にいつか入るらん したがふ 古今六帖 121 
2 境に至る 夕立て夏はいぬめりそぼちつつ秋の境にいまや至らん 向上 向上 5的
3 境を越ゆる ふる雪を空にぬさとぞ手向けける春のきかひに年のこゆれば 紀貫之 貫之集 89 
新勅撰 422 
4 境に吹きこし 幻に誘ふかぜよと思ひしにうちのさかひにふきこしてけり 行尊 行尊大僧 86 
正集
-138-
5 境に来る 花の散ることをなげくとせしほどに夏の境に春はきにけり 藤原顕季 六条修理 200 
大夫集
6 境越え過ぎ 固かはる境いくたび越え過ぎておほくのたみにおもなれぬらむ 藤原良経 月j青集 1473 
7 境なる 山かくす春の霞そうらめしきいつれ都のさかひなるらん 乙 古今 413 
8 境を占めて 七十の境をしめて待つほどはをしまですぐる年の暮れかな 成茂 宝治百首 2お6
9 境を別れ けふは猶かすみをしのべとも舟の春の境を別れずもがな 定家 拾遺愚草 1520 
使用パターン2「思ひやる境」
思ひやる 思ひやる境遥かになりやするまどふ夢ぢにあふ人のなき 読み人し 古今集 524 
らず
2境遥けき おぼつかな境はるけきたび人のながゐのうらにながゐする 定頼 定頼集 155 
3 境遥か 法のため身にはつつがのなきのみか遥か境のうちもさそひき 藤原忠通 回多民治 193 
集
4 眺遣る境 眺めやる都の境はっかりの鳴く山とおき峰の白雲 能行 洞院百首 1744 
5 しらぬ境 草枯れの野原の駒もうらぶれてしらぬ境の長月の空 定家 拾遺愚草 133 
6 境も知らぬ 都人帰る山路は跡絶えぬ境も知らぬ秋のタ霧 建保百首 997 
7 遠き境 遠き境をまつ恋といへる心を 賀茂重政 新古今 1130 
頼めても遥けかるへき帰山いくへの雲の下に待覧
8 境異なる 悲しきは境異なるなかとしてなき玉までやよそにうかれん 定家 拾遺愚草 873 
9 見ぬ境 みぬ境しらぬの山も押し並べて同じ光の月ぞ澄むらん 伏見院 伏見院集 1005 
10境を見る いさぎよく磨く心の曇らねば玉しく四方の境をぞ見る 定家 拾遺愚草 792 
使用パターン3「釈教歌」
1 境に入る いとひいでてむろの境に入りしより聴き見ることは悟りにぞなる 西行 聞き書 147 
2 三つの境 流転するみつのさかひににたるかなをしみし春も別れぬるは 定家 拾遺員外 2日
3 三つの境 世世をへてもとの都をたづぬとて三つの境にまよひぬるかな 慈円 拾玉集 675 
4 境 境こそ数にはあらぬ固なれどあきつしまにぞ法はひろまる 光俊 夫木 14128 
使用パターン4 「名所の境J
名所としての境 例 歌 作者 作品 歌番号
l 堺 名にしおふ壁5:何処明石潟猶浦遠く澄める月かな 藤原信実 続古今 410 
2 境川 舟も無き岩波高き境川水増さりなば人も通はじ 藤原顕季 六条修理 267 
大夫













忘れずよ幾雲井とは知らねども空行く月の契りばかりは 寂蓮 874 
判者俊成は、定家歌を「左歌、少し砕けたるやうには聞え侍れど、心あるに
や侍らんJと概ね評価していた。意味上「異境」にあたる従来の歌語なら、 「境
遥かに」 （古今・恋ー524）、「知らぬ境」 （後拾遺・ 1158慶範）「遠き境」、のどち
らかが当てはまるが、定家はその漢語を、そのまま和文風に言い換えただけに
した。従来の歌語の視点から眺めれば少々特異だと言わざるを得ない。久保田













































































































『伊勢物語J99段、 『古今集J巻第11恋ー ・ 476、477
わが心いつならひてか見ぬ人を思ひやりつつこひしかるらん






















































































































1 ）小学館日本古典文学全集 『歌論集J藤平春男校注 第515～516頁
2）同注I、有吉保校注訳第29頁
3）群書類従巻第223
4）空海の 『文鏡秘府論Jに所引王昌齢 『詩格』「如其境思不来、不可作也」の語があり、また 「意
境」と命名される。














16）小学館新日本文学全集 『新古今和歌集』峯村文人校注 ・訳 第35頁
＊討議要旨
江口季好氏は、湯川秀樹の古典文学論における藤原定家と素粒子についての関連についての言説に
ついて、どういった理解ができるのかという点について質問し、発表者は湯川秀樹の論を未読である
ため現時点では検討ができないとした。横井孝氏は、発表者が言及した 『源氏物語Jの例を、それが
「見し人」との別れと捉えたのかということを確認し、発表者は 「見し人jは生きている人も死んだ
人も 「見し人」とすることができるとし、ただし 『新古今集Jの和歌では「境異なる」が死んだこと
を表すのではなく、距離の離れた状態を言っているとした。
相出i前氏は発表者が取り上げた 『芸文類緊Jf初学記Jのといった類書が、中世の学問においてど
れほどの影響があたったのかという点への発表者の姿勢を問い、また 『遊仙調』の仮名文学への影響
を疑問視しつつ、 一方で 『文選Jなどの他の漢籍において「境」がどれほど一般的であったかという
ことについて質問した。発表者は藤原定家が 『文選Jを踏まえていたこと、白出易作品との関連があっ
たことを答えた。
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